
2014年７月１日号 東京社保協ニュース ＮＯ．２５０

1

「
医
療
・
介
護
総
合
改
悪

法
案
」
は
、
６
月
18
日
強
行

成
立
さ
れ
ま
し
た
。

法
案
は
、
内
容
の
異
な
る

19
本
も
の
法
案
を
一
括
に
す

る
前
代
未
聞
の
内
容
で
、
参

議
院
で
は
２
割
負
担
の
根
拠

資
料
が
虚
偽
で
あ
っ
た
こ
と

が
判
明
。
厚
労
大
臣
が
資
料

を
撤
回
謝
罪
し
、
参
考
人
質

疑
の
場
で
も
「
差
し
戻
す
べ

き
だ
」
と
の
声
が
あ
が
る
な

ど
様
々
な
問
題
が
浮
き
彫
り

と
な
り
、
「
廃
案
し
か
な
い
」

と
い
う
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
公
与
党
は
、

野
党
の
一
致
し
た
徹
底
審
議

の
声
を
無
視
し
、
衆
議
院
で

28
時
間
、
参
議
院
で
27
時
間

と
い
う
僅
か
な
審
議
時
間
で

採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。

東
京
社
保
協
は
、
「
医
療
・

介
護
総
合
法
案
」
の
廃
案
め

ざ
す
委
員
会
審
議
日
程
に
あ

わ
せ
た
国
会
前
座
り
込
み
行

動
・
議
員
要
請
・
委
員
会
傍

聴
に
全
日
程
で
参
加
し
、
患

者
・
利
用
者
の
切
実
な
医
療
・

介
護
改
善
要
求
を
国
会
に
届

け
ま
し
た
。

「
入
院
・
施
設
か
ら
在
宅

へ
」
「
保
険
給
付
か
ら
地
域

支
援
事
業
へ
」
と
医
療
・
介

護
の
提
供
体
制
を
削
減
し
、

病
院
や
介
護
施
設
か
ら
の
追

い
出
し
を
進
め
る
「
医
療
・

介
護
総
合
法
」
の
危
険
な
中

身
が
明
ら
か
に
な
る
中
で
、

自
治
体
や
、
患
者
・
利
用
者

か
ら
多
く
の
不
安
の
声
や
要

求
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
、
「
医
療
・

介
護
総
合
法
」
の
施
行
に
向

け
て
、
省
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
出
し
て
き
ま
す
。
そ
し

て
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の

名
の
も
と
に
、
医
療
・
介
護

分
野
の
課
題
が
次
々
に
自
治

体
に
押
し
付
け
ら
れ
、
そ
の

具
体
化
を
自
治
体
が
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
地
域
で
の
取
り

組
み
が
き
わ
め
て
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
各
地
域
で
、
自

治
体
と
の
懇
談
や
要
請
、
自

治
体
担
当
者
を
招
い
た
学
習

会
な
ど
を
実
施
し
、
地
域
・

現
場
の
実
態
を
伝
え
、
医
療
・

介
護
改
善
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

第
42
回
東
京
社
保
学
校
を
、
７
月
19
日
（
土
）
10

時
よ
り
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
開
催
し
ま
す
。

通
常
国
会
終
了
後
の
情
勢
と
、
夏
か
ら
秋
の
た
た

か
い
に
向
け
て
の
取
り
組
み
の
課
題
な
ど
を
大
い
に

学
習
し
ま
し
ょ
う
。

講
演
は
、
①
憲
法
改
悪
と
改
憲
阻
止
の
た
た
か
い
、

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
教
授
の
小
澤
隆
一
さ
ん
。
②

構
造
改
革
の
新
段
階
と
安
倍
社
会
保
障
、
都
留
文
科

大
学
名
誉
教
授
の
後
藤
道
夫
さ
ん
。
③
国
家
戦
略
特

区
と
東
京
都
の
動
き
、
元
日
本
大
学
教
授
の
永
山
利

和
さ
ん
が
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
当
面
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
行
動
提
起
も
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
ニ
ュ
ー

ス
の
最
終
面
に

参
加
申
込
書
が

掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
活
用

し
て
下
さ
い
。

東
京
社
保
学

校
で
じ
っ
く
り

と
情
勢
を
学
び
、

夏
か
ら
秋
の
た

た
か
い
に
向
け

て
知
を
力
に
奮

闘
し
ま
し
ょ
う
。

数
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま

す
。



西
多
摩
社
保
協
は
６
月
１
日
、

「
問
題
が
多
い
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
制
度
」
安
心
し
て
預
け
ら
れ

る
認
可
保
育
所
を
増
や
せ
と
題
し

て
「
保
育
新
制
度
」
の
学
習
会
を
、

保
育
研
究
所
常
務
理
事
の
逆
井
直

紀
さ
ん
を
講
師
に
、
20
代
か
ら
40

代
の
参
加
者
を
中
心
に
46
名
が
参

加
し
て
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

関
連
３
法
（
①
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
②
総
合
こ
ど
も
園
法
③
関

連
法
律
の
関
係
整
備
法
）
が
成
立

し
、
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
の
本
格
実
施
に
向
け
て
作
業
が

進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

新
制
度
で
は
、
保
育
と
い
う
具

体
的
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
す
る
「
現

物
給
付
」
か
ら
、
市
町
村
が
保
育

に
直
接
責
任
を
負
わ
な
い
「
現
金

給
付
」
に
な
り
、
保
育
に
か
か
わ

る
給
付
は
「
介
護
保
険
と
同
じ
仕

組
み
」
に
変
わ
り
ま
す
。

市
町
村
は
受
け
付
け
と
利
用
調

整
を
す
る
だ
け
で
、
保
育
は
事
業

者
と
利
用
者
の
直
接
契
約
で
決
め

ら
れ
る
こ
と
に
。
さ
ら
に
、
保
育

の
必
要
性
の
認
定
が
導
入
さ
れ
、

保
育
を
受
け
ら
れ
な
い
事
態
も
生

じ
か
ね
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

日
本
の
保
育
の
最
低
基
準
は
、
他

国
か
ら
比
べ
て
も
低
く
、
さ
ら
に

規
制
緩
和
で
詰
め
込
み
な
ど
保
育

条
件
が
悪
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
新

制
度
に
対
し
て
今
か
ら
声
を
あ
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
。
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

（
塚
田
政
夫

事
務
局
次
長
）

大
田
社
保
協
は
６
月
14
日
、
緊

急
学
習
会
を
「
ど
う
な
る
医
療
と

介
護
、
問
題
だ
ら
け
の
医
療
・
介

護
総
合
法
案
」
と
題
し
て
開
催
し

ま
し
た
。

講
師
の
寺
川
東
京
社
保
協
事
務

局
長
か
ら
、
民
主
党
・
野
田
政
権

時
代
に
自
民
党
・
公
明
党
と
の
談

合
で
強
行
さ
れ
た
「
社
会
保
障
制

度
改
革
推
進
法
」
が
今
回
の
「
医

療
・
介
護
総
合
法
案
」
の
お
お
も

と
に
あ
る
こ
と
や
、
推
進
法
で
憲

法
25
条
に
基
づ
く
「
人
権
と
し
て

の
社
会
保
障
」
理
念
が
、
自
助
・

共
助
の
社
会
保
障
に
切
り
替
え
ら

れ
た
こ
と
な
ど
が
丁
寧
に
解
説
さ

れ
ま
し
た
。
「
医
療
介
護
総
合
法

案
」
で
は
、
医
療
費
削
減
を
理
由

に
、
医
療
で
は
一
般
病
床
の
削
減
、

そ
の
実
施
責
任
を
都
道
府
県
に
負

わ
せ
る
こ
と
。
介
護
で
は
、
要
支

援
や
介
護
度
の
低
い
人
を
介
護
保

険
給
付
か
ら
排
除
す
る
内
容
で
あ

る
こ
と
。
来
年
度
に
は
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
法
に
基
づ
き
、
医
療
、
介
護
、

年
金
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
な

ど
の
更
な
る
改
悪
と
、
国
民
皆
保

険
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
「
混
合
診

療
」
実
施
な
ど
が
準
備
さ
れ
て
お

り
、
運
動
を
停
滞
さ
せ
る
こ
と
な

く
た
た
か
っ
て
い
く
必
要
性
が
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
大
田
社
保
協
か
ら
、

秋
に
「
介
護
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ

ム
」
開
催
を
検
討
し
て
い
る
こ
と

や
「
大
田
く
ら
し
の
な
ん
で
も
相

談
」
へ
の
協
力
と
、
「
総
合
法
案

を
撤
回
さ
せ
る
ま
で
最
後
ま
で
た

た
か
い
抜
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
訴

え
を
確
認
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

（
為
壮

稔

事
務
局
長
）

渋
谷
社
保
協
は
、
医
療
・
介
護

総
合
法
案
の
危
険
な
中
身
と
署
名

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
る
地
域
宣

伝
・
署
名
行
動
を
、
４
月
30
日
に

千
駄
ヶ
谷
駅
前
、
５
月
16
日
に
代
々

木
駅
前
、
５
月
27
日
に
は
笹
塚
駅

前
で
行
い
ま
し
た
。

弁
士
は
、
福
井
渋
谷
社
保
協
会

長
、
代
々
木
病
院
、
土
建
渋
谷
支

部
、
民
商
、
区
労
連
な
ど
の
参
加

者
が
リ
レ
ー
で
署
名
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

３
回
の
行
動
で
、
署
名
は
70
筆
、

署
名
入
り
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

５
０
０
枚
を
配
布
し
ま
し
た
。

こ
の
行
動
で
の
対
話
で
、
「
今

で
も
介
護
や
入
院
で
苦
労
し
て
い

る
」
な
ど
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

（
渋
谷
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）
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６
月
21
日
、
板
橋
社
保
協
第
53
回

総
会
が
、
16
団
体
27
人
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

西
川
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

東
京
社
保
協
寺
川
事
務
局
長
が
、
「
医

療
・
介
護
総
合
法
案
」
に
向
け
た
こ
の

間
の
取
り
組
み
と
、
東
京
都
に
対
す
る

70
歳
～
74
歳
の
医
療
費
１
割
負
担
の
継

続
を
求
め
る
署
名
運
動
の
提
起
と
激
励

あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

共
産
党
区
議
団
か
ら
「
区
政
の
最
新
の

実
態
デ
ー
タ
ー
」
の
説
明
が
さ
れ
、
板

橋
区
の
高
齢
化
と
貧
困
層
の
拡
大
の
実

態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
板
教
組
、
新
婦
人
、
守

る
会
な
ど
９
人
か
ら
こ
の
間
の
取
り
組

み
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
介
護
保
険
料
を
上
げ
さ

せ
な
い
署
名
」
に
12
月
ま
で
に
５
万
筆

の
目
標
で
取
り
組
む
こ
と
や
、
介
護
利

用
者
の
実
態
調
査
を
行
い
、
区
と
の
交

渉
・
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
な
ど
に
活
用
す

る
こ
と
を
確
認
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

（
西
川

勉

会
長
）

本
年
４
月
２
日
以
降
に
70
歳
に
到
達
す
る
高
齢
者
の
医
療

費
の
一
部
負
担
が
２
割
（
現
役
並
み
所
得
者
除
く
）
に
な
り

ま
し
た
。
複
数
の
病
気
に
か
か
る
こ
と
も
多
い
高
齢
者
の
負

担
増
は
命
の
危
険
に
直
結
し
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
東
京
社
保
協
は
都
議
会
に
向
け
て
「
70

歳
～
74
歳
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
１
割
負
担
継
続
を
求
め
る
」

陳
情
署
名
に
、
12
月
の
第
４
定
例
都
議
会
に
向
け
て
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

当
面
、
７
月
は
各
組
織
の
役
員
や
組
織
内
の
署
名
に
取
り

組
み
、
８
月
以
降
、
各
地
域
の
署
名
・
宣
伝
行
動
に
取
り
組

み
ま
す
。
（
第
１
次
集
約
８
月
末
、
最
終
集
約
11
月
末
）

各
地
域
に
は
、
す
で
に
署
名
用
紙
は
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

署
名
用
紙
と
は
別
に
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
挿
入
で
き

る
「
ハ
ガ
キ
付
き
署
名
用
紙
」
を
作
成
し
ま
す
。
署
名
宣
伝

行
動
に
活
用
し
て
下
さ
い
。



参　加　者　氏　名 参　加　者　氏　名
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午前10時開会～午後4時半（9時半開場）

（東京土建本部会館 ＪＲ大久保駅下車徒歩3分）


